
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新型インフルエンザの世界的な流行に伴い、平成２１年６月１９日に厚生労働

省は、それまでの医療体制や検疫体制を大幅に見直し、通常の季節性インフル

エンザ対策に近づける「運用指針」を発表しました。これはウイルスが弱毒性で

あることや、秋冬にかけての感染拡大が避けられないとの判断から、今までの

制度を見直したものです。 
東京都及び八王子市では厚生労働省の意向を受け、部分的施行期間を経て、

平成２１年７月１１日から、以下のような体制で新型インフルエンザ対策を実施し

ます。市民の皆様は、これらの体制に従って行動していただきますようお願いい

たします。 
今後は感染予防策の実施とともに、新型インフルエンザにかかってしまった時

にどう行動するかが重要です。このリーフレットでは、国内での流行時の対策に

ついてまとめました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

※ 「発熱相談センター」は「新型インフルエンザ相談センター」という名称に変わります。 
※ ウイルスの病原性が増した場合などには、運用指針が見直される場合もあります。 

新型インフルエンザの相談・医療体制が変わりました！ 

秋秋冬冬のの感感染染拡拡大大期期にに知知っってておおくくべべきき  

新新型型イインンフフルルエエンンザザのの知知識識  

新型インフルエンザ対策リーフレット(第二版) 
平成21年7月10日 八王子市保健所 

平成21年6月19日以前の対応 

 

① 渡航歴、接触歴があり、インフルエンザ様

症状があるときに、発熱相談窓口に電話相

談後、発熱外来を受診する。 

② 確定者は原則として入院治療を行う。 

③ 個人単位での感染を早期に発見し、個々の

治療経過を把握する体制で臨む。 

(疑い患者全てに遺伝子検査を行い、新型

か否かを確認する) 

平成21年7月11日以降の対応 

 

① インフルエンザ様症状がある場合は、か

かりつけ医など一般医療機関に電話連

絡し、受診する。（発熱外来は廃止） 

② 軽症者は自宅で療養する。 

③ 個人単位での感染の把握は行わない。

代わりに集団発生を早期に発見し拡大

防止に努める。(集団感染を確定するた

め、及び重症化する可能性のある患者

のみに遺伝子検査を行う) 

新型インフルエンザウイルス電顕像

(国立感染症研究所) 

流流行行時時のの新新型型イインンフフルルエエンンザザ対対策策  

その 1  正しい知識を身につけ、日ごろから健康管理を行いましょう 

その 2  外出せざるを得ないときは、できるだけ人ごみを避けましょう 

その 3  感染が疑われる場合の対応方法を知っておきましょう 

部
分
的
施
行
期
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新型インフルエンザの特徴は以下のとおりで、季節性インフルエンザとほぼ同様であることがわかってきました。

しかし、新型のウイルスに対して免疫をもっている人が少ないため、より多くの人が感染する可能性があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新型インフルエンザの感染を防ぐためには、日ごろからの健康管理も大切です。規則正しい生活、バランスのよ

い食事を心がけましょう。しっかり睡眠をとることも重要です。 

 

 
流行時に新型インフルエンザに感染しないためには、感染経路に応じた対策が必要です。 
 
 

 
  

 
 
 

 
 
インフルエンザウイルスは不織布製マスクをある程度通過します。また、マスクを着用していても、顔のすき間か

らウイルスが入り込むことがあります。マスクは万能ではないということを理解し、流行時にはできるだけ人ごみを

避ける、インフルエンザ様症状がある人には近づかない（２ｍ以上離れる）、などの対策をとりましょう。 
マスクの正しいつけ方、はずし方、捨て方についても再確認しておきましょう。 

新新型型イインンフフルルエエンンザザのの最最新新情情報報ににつついいてて  

厚生労働省     http://www.mhlw.go.jp/ 

東京都福祉保健局  http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/ 

八王子市保健所   http://www.city.hachioji.tokyo.jp/hoken_iryo/hachi_hokenjyo/index.html

そそのの 11    正正ししいい知知識識をを身身ににつつけけ、、日日ごごろろかからら健健康康管管理理をを行行いいままししょょうう  

飛沫感染の防止 
 
・人ごみを避ける 
・インフルエンザ様 
症状がある人には 
近づかない 
・不織布製マスク着用 

マスクのつけ方 

 

 

マスクの捨て方 

そそのの 22    外外出出せせざざるるをを得得なないいととききはは、、ででききるるだだけけ人人ごごみみをを避避けけままししょょうう  

マスクのはずし方 

 

新新型型イインンフフルルエエンンザザのの特特徴徴  

①症状 突然の高熱（多くは３８度以上）、咳、咽頭痛、鼻汁、頭痛、関節痛、筋肉痛、下痢などです。大部分は

軽症で、数日で熱が下がり、１週間ほどで治ります。 

②潜伏期間（ウイルスに感染してから症状が出現するまでの期間） おおむね２～４日で、最大で７日です。 

③治療 通常は自然治癒しますが、抗インフルエンザ薬（タミフル、リレンザ）を使うと早く治ります。 

④感染経路 新型インフルエンザウイルスは、飛沫感染あるいは接触感染によりうつります。 

飛沫感染・・・感染した人の咳・くしゃみのしぶき（飛沫）を吸い込んで感染する（飛沫は約２ｍ飛びます） 

接触感染・・・ウイルスの付着したものを触った手で口・鼻の粘膜や目の結膜に触れることで感染する 

接触感染の防止 
 

・手洗いの徹底 
・手指消毒 
（ｱﾙｺｰﾙ製剤を使用） 
・手洗い前には口・鼻・ 
目を触らない 

 

 

①鼻部分を鼻

すじにフィッ

トさせ、ゴムひ

もで耳にしっ

かり固定する。

①マスクの表面

を触らないよう

に、片耳のゴム

ひもを持ち、顔か

ら外す。 

ゴムひもだけを持

ち、蓋のついたゴ

ミ箱に捨てるか、

ビニール袋に入

れて口を閉じて捨

てる。その後必ず

手洗いをする。 

②鼻・口・あごがしっかりフィット

するように調節する。 

②反対側も同様に、ゴムひもの

部分だけを持ち、顔から外す。



 
新型インフルエンザのような症状があるときは、まず他人にうつ

さないように注意することが大切です。咳エチケットを心がけ、不

必要な外出は避けるようにしましょう。 

咳エチケットとは、①「咳やくしゃみなどの症状があるとき

はマスクをつける」②「咳やくしゃみの際、ティッシュ等で口

と鼻を覆い他人から顔をそらす」③「使ったティッシュは直ち

にビニール袋に密封するか、ふたつきのごみ箱にすてる」など

の行動のことです。 
 

 

 

 

 

流行期(まん延期)の新型インフルエンザ診療体制は、基本的には季節性インフルエンザの体制と同じです。この

とき大切なことは、医療機関に事前に連絡して、診療時間等を確認すること、咳などがある場合はマスクをつけて受

診することです。 

そそのの 33    感感染染がが疑疑わわれれるる場場合合のの対対応応方方法法をを知知っってておおききままししょょうう  

インフルエンザ様症状がある時は咳エチケットを心がけましょう 

保健所に電話をかけ、どの医療機関に行けばよいか

相談しましょう。 

発熱患者の診療をしている近隣の

医療機関がわかっている方 

発熱患者の診療をしている医療機関に電話して、診

療時間などを聞きましょう。事前に電話をしないまま、

直接行かないように気をつけましょう。 

新型インフルエンザの診療をして

いる医療機関がどこにあるか 
わからない方 

慢性疾患などがあって 
かかりつけの医師がいる方 

妊娠している方 

呼吸が苦しい、意識がもうろうと 
しているなど症状が重い方 

かかりつけの医師に電話をして、受診時間などを聞

きましょう。事前に電話をしないまま、直接行かない

ように気をつけましょう。 

かかりつけの産科医師に電話をして、受診する医療

機関の紹介を受けましょう。産科医師が紹介先にあ

なたの診療情報を提供することがあります。 

なるべく早く入院施設のある医療機関を受診しましょ

う。必要なら救急車(１１９番)を呼びますが､必ずイン

フルエンザの症状があることを伝えます。 

インフルエンザ様症状がある時の受診の仕方を知っておきましょう 



 
 
 

 患者さんと同居している場合 

 
 
 

 
 
 
 
 
 上記以外の方 (学校や職場で新型インフルエンザと診断された人がいる方など) 

 
 (※) 妊娠、幼児、高齢者、慢性呼吸器疾患・慢性心疾患・代謝性疾患(糖尿病)・腎機能障害・ 

疫機能不全(ステロイド全身投与等)などの持病がある方のうち、治療経過や管理の状 
況などを考慮して医師により重症化のリスクが高いと判断された方のこと。 

                        
 
 
 

○ 医師の指示に従い、自宅で安静にして回復をまちます。家庭では水分補給や栄養摂取に気をつけてください。
特に幼少児では水分補給が大切です。自宅待機中に、万一、具合が悪くなったときは、医療機関に連絡し、

指示をあおいでください。なお、症状が続いている間は、できるだけ外出しないでください。 

○ 可能であれば個室を用意し、なるべく家族との接触を少なくします。 
○ 部屋の換気を積極的に行いましよう。また、加湿器などで部屋の湿度を保つ（５０～６０％）とよいでしょう。 
○ 自宅静養中はウイルスの拡散防止のため、咳エチケットとマスク着用を心がけてください。 
○ 患者、家族とも接触感染の予防のため頻回に手洗いを行いましょう。 
○ 自宅静養の期間は、厚生労働省の指針では発症の翌日から7日間(又は解熱した日の翌々日まで)です。 

 
 
 新型インフルエンザに関するお問い合わせ先 : 八王子市保健所 

電話 (042)645-5111   ファクシミリ(042)644-9100 

家族や同僚が新型インフルエンザと診断された場合は・・・ 

喘息や糖尿病などの持病等(※)が 

ない場合 

発症を予防するお薬を内服する必要はありません。

できるだけ外出を自粛してください。１週間程度（潜伏

期間）して発症しなければ大丈夫です。その間に発

熱と咳やのどの痛みなどの症状がでたら、まず、か

かりつけ医に電話し、受診が必要かどうか相談しま

しょう。

喘息や糖尿病などの持病等(※)が 

ある場合 
医師の判断により発症を予防するお薬が処方される

場合があります。できるだけ外出を自粛してくださ

い。１週間程度（潜伏期間）して発症しなければ大丈

夫です。その間に発熱と咳やのどの痛みなどの症

状がでたら、まず、かかりつけ医に電話し、受診が

必要かどうか相談しましょう。 

 感染する可能性が全くないわけではありませんが、発症を予防するお薬を飲む必要はありません。また、外

出を自粛する必要もありません。ただし、持病などがある方は念のためかかりつけ医に相談しておきましょう。

状況によっては安静をすすめられたり、医師の判断によりお薬が処方されたりすることがあります。 

自宅で療養する場合の注意点 


